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矢野建一先生に初めてお目にかかったのは、先生が教授であられ
た一五年ほど前。校友会の何かのパーティーでした。その折、お国をお尋ねしたら、信州の高遠―と言われました。そこで、「そうですか、高遠は専修学校ができた頃に卒業した伊沢信三郎の出身地です。信三郎の兄 修二、弟は多喜男です」と話すと先生は、修二が東京音楽学校（現東京藝術大学）の創立者で初代校長。多喜男が東京市長をつとめたことはご存知で「そう、真ん中の信三郎という方が専 学校を卒業して‥‥　
私は伊沢信三郎についてかい摘んで話しました。
　
金かね
筬おさ
（経糸を整え、織り込んだ緯糸を押し詰める金属の織物用
具）や織機を開発し普及させた技術者・実業家（伊沢機料店社長）であったこと。先年、伊沢兄弟の生家が保存されているというので、花見をかねて高遠に行き見て来たことを―。「そうですか、生家があるのは知らなかった。今度の夏休み、帰りますから見て来ますよ」
　
私は早速、先生に『長野県人名事典』と記憶していますが、それ
に載っている信三郎の項のコピーを郵送しました。　
その数ヶ月後、校友会の何かのパーティーで、また先生にお会い
しました。「松田さん、生家を見て来ましたよ。成功者が出ると、生家を建て替えたりするものですが、三人も成功者がいて建て替えなかっ伊沢家の見識を見ましたよ。江戸時代そのままのこじんまりした家で、歴史が感じれて良かっ です」　
ニコニコして話されました。町がきれいに管理していて、私も
清々しさを感じていました。「それでね、松田さん。私が出たのは県立高遠高校、信三郎 出たのが高遠高校の前身の藩校進徳館な ですよ。信三郎は高校も大学も私 大先輩に当たることが分か ました」「それは奇縁・宿縁ですね」「信三郎のことを、少し調べてみようと思っ いるんです」
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私は、その頃までに、校友会の会誌に史上の専修大学出身者、一
二、三人の人生を載せていました。「ぜひ そうしてください。伊沢信三郎は先生にお任せします」「松田さん、手を引いてはダメですよ。それぞれの成果を持ち寄って、一緒に進めていきましょうよ」　
そう言われましたが、ここは学者に任せることにしました。もち
ろん、信三郎に関わる情報 入手した時は送っていました。　
学長に就任されてからは、お役目もあり校友会の各種 合・パー
ティーによく出席されました。その都度、歴史の一話、二話をしました。先生からはご専門の東アジア史、遣隋使、遣唐使、私からは防人などで、温容に接しながら楽しいことで た。　
ある時、先生が、幕府がいかに高遠藩内藤家を信頼していたか
を、誇らしげに話されました。江戸城の西側の最後 砦ともいうべき新宿の土地を賜っていたこと。それで新宿を、かつては内藤新宿と呼んだことを―。　
私は、古里をこよなく愛している方と認識しました。
　
高遠藩内藤家と私の家は、ちょっとした関係があったと聞いてい
るので、その時、それを話しま　
私の父方の先祖は江戸後期、足尾の銅を利根川の船運で江戸に運
ぶ権利を独占していた紙屋（屋号） 。上州新田にあり北関東一 豪商と謳われたが、明治になり鑑札船が廃止され没落して行った。起死回生の勝負に出たのが大正の米の買い占め合戦。全国の財産家や
山師がこれに走ったため米価は騰貴。国民は困り果て暴動が勃発（大正七年の米騒動） 。政府が米相場に介入するとの噂で、ほとんどの投機家は暴落を見越して手を引いたが、東京で最後まで買い占めを張り合ったのが、内藤新宿の殿様（名前は不詳）と私の曽祖父（増田重太郎） 。政府 介入があり、かなり下落し、これで我が家の方は完全に没落―。　
そう述べて、
「豪商のなれの果てが私ですよ。時代を間違えて生まれて来て、真にみじめな思いをしています」　
先生は大笑いをされ言われました。
「世の中、いろいろ係わりがあ ますね。滋味があるというか、それが面白いところですね」　
学長として多忙のなかでも、伊沢信三郎の調査・研究をつづけて
おられました。お会いする都度、話してくださいました。　
石川県には信三郎が造った織機が今でも現役として使われてい
る。信三郎の子孫 東京の府中におられる。豊田佐吉は綿織物用の機械、信三郎は絹織物用の機械と大別できる。信三郎は繊維業界はもとより社会へ多大な貢献をし、佐吉に比して遜色はない。学内に繊維産業に詳しい先生がおられる。などと―。　
私は、一文にして発表するよう勧めました。
　
その頃、校友会誌などに載せた、私の専修大学出身者の人生記録
は二〇人を超えていました。一人の人を書くには関係の本を入手し
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たり、図書館や資料館で文献を漁ったり、関係者に会って訊いたり、回答の手紙や写真をいただいたり、その資料はかなりの量になります。　
私もすでに高齢者。私が死ねば家族は、それらを一まとめにして
捨ててしまうでしょう。そこで が後世の研究者の一助にでもればと、何回もに分け大学史資料課に納めました。　
それを先生に話したところ、礼を言われたので、
「イヤイヤ、取材メモやゴミみたいな物も持ち込んでいるんです。職員さんに、捨てる物は捨ててほしいとお願いして るのですがご丁寧に全部保管し いるようです」と言いました。すると「イヤ、松田さん ゴミの中に宝があるんですよ ゴミを徒やおろそかにはできませんよ」　
私もそう思っていたので、先生のこの言葉は我が意を得たもので
した。　
先生から、母校の高遠高校の創立九〇周年記念講演を頼まれてい
る。大先輩の伊沢信三郎についても話そうと思っ いる。一緒に行かないか―と誘われましたが、その日、一〇月一七日（平成二七年）は外せない会合が入っていて お断りせざるを得ませんでた。　
ある時、
「松田さん、今村先生（力三郎）の生地に行かれたことは‥‥」
「ありません」「信州の飯田にあります。見て来ましたが畑になっていました。でもここで今村先生が生まれ育ったかと思うと、感慨はありますよ」「そうでしょうね。松本には中村太八郎（普通選挙運動の父）の碑などがあり、高遠には伊沢兄弟の生家 飯田には今村先生の生家跡。飯田の近くの清内路村には川島先生（正次郎）を顕彰した川島公園。私は、ここには行っていませんが、川島先生の銅像があります。先生、有志を募 専修大学長御一行様の貸切りバスを仕立てて、信州を一回りしませんか。泊りで‥‥」「それはいいですね。清内路の方には良 温泉があります。清内路には高校の同級生がいるので、宿は彼 紹介してもらってね」　
しかし余りにも早く逝去されたので、この楽しい夢は実現しませ
んでした。学長在任期間は二年八ヵ月でした　
先生の高遠高校での記念講演は全文『専修大学史紀要―第八号』
に掲載されています。私は専修大学関係者はじめ多くの人に 信三郎を知ってもら たく、目下、校友会誌『アドニス―七九号』用に、先生の講演を土台にして書いて るところです。 
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